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北幼稚園の皆さんから七夕飾りが届きました。

きれいな七夕飾りと可愛いイラストの書かれた短冊が

気持ちよく風に揺れていました。

かわいい歌の披露もあり、利用者様もとても喜んでい

ました。最後にみんなで写真をとりました📷

七夕飾り

北幼稚園のみなさんの笑顔に暑さも吹き飛びました！上手に並んで歩いている姿も微笑ましいですね💛

https://www.facebook.com/hokutokaiseikouen
mailto:hokuto@ruby.ocn.ne.jp
https://www.facebook.com/hokutokaiseikouen


願いごとは？

支援センターの笹も風に揺られて綺麗でした。



激
し
い
雨

以
前
は
、
そ
ん
な
に
地
球
温
暖
化
も
進
ん
で
な
く
、

梅
雨
入
り
発
表
後
に
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
も
徐
々

に
強
ま
り
、
太
平
洋
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
す
湿
っ
た

南
風
で
梅
雨
前
線
を
徐
々
に
押
し
上
げ
、
梅
雨
明
け

と
な
る
の
で
す
が
、
（
そ
の
た
め
、
前
線
が
本
土
付

近
に
停
滞
す
る
梅
雨
末
期
に
大
雨
が
多
い
）
最
近
は
、

地
球
温
暖
化
で
、
梅
雨
入
り
を
発
表
し
た
ら
、
す
ぐ

に
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
強
ま
り
、
梅
雨
前
線
を

日
本
本
土
ぐ
ら
い
ま
で
押
し
上
げ
、
太
平
洋
高
気
圧

か
ら
の
湿
っ
た
南
風
が
吹
き
込
み
、
梅
雨
前
期
の
七

月
前
半
に
は
、
大
雨
で
す
。

一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
、
昨
年
の
球
磨
川
氾
濫
、

今
年
の
静
岡
県
熱
海
市
の
土
石
流
に
よ
る
惨
事
、
日

本
各
地
の
大
雨
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
七
月
に
入
っ
て
、

す
ぐ
に
起
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
大
雨
、
土
石
流
災
害
と
大
変
な
時
に
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
（
ぼ
っ
た
く
り
男
爵
）
の
来

日
で
す
。

菅
首
相
の
気
持
ち
は
「
い
や
ー
参
っ
た
な
ぁ
。
こ

ん
な
と
き
に
な
ぜ
来
る
。
」
で
し
ょ
う
か
ね
。

私
に
は
ど
う
し
て
も
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し

な
さ
い
。
」
と
、
念
を
押
し
に
来
た
よ
う
に
し
か
思

え
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
、
人
が
亡
く
な
ろ
う
が
、
大

雨
が
降
ろ
う
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
広
ま
ろ
う
が
、
日

本
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
さ
え
し
て
く
れ
れ
ば
、

放
映
権
料
と
か
広
告
料
が
懐
に
入
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
後
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
中
止
に
し

て

by  H
iro

sh
i O

kitu

て
も
い
い
、
と
い
う
ぐ
ら
い
で
考
え
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
ッ
ハ
会
長
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
に
広
島

の
平
和
記
念
公
園
に
献
花
に
行
っ
た
り
（
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
）
、
日
本
国
民

を
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
ピ
ー
プ
ル
と
言
っ
た
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
増
え
て
い
る
の
に
、
感
染
状
況
が
よ

く
な
っ
た
ら
無
観
客
で
な
く
有
観
客
に
し
て
も
い

い
の
で
は
、
と
言
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
空
気
の
読

め
な
い
人
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
こ
と

を
書
い
て
い
る
と
、
腹
が
立
っ
て
き
そ
う
な
の
で
、

も
う
止
め
て
お
き
ま
す
。

話
を
変
え
て
、
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
の
〝
オ
オ

タ
ニ
サ
～
ン
〟
は
、
プ
レ
ー
を
見
て
い
る
だ
け
で

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
て
、
国
民
を
明
る
く
さ
せ
て
く
れ

ま
す
ね
。

ま
さ
に
・
・
・

「
一
燈
照
偶
（
い
っ
と
う
し
ょ
う
ぐ
う
）

萬
燈
照
国
（
ば
ん
と
う
し
ょ
う
こ
く
）
」

で
す
ね
。
こ
の
言
葉
は
、
最
澄
が
説
い
た
言
葉
と

し
て
知
ら
れ
て
い
て
、
意
味
は
、
一
人
ひ
と
り
が

一
隅
（
い
ち
ぐ
う
）
を
照
ら
せ
ば
、
そ
れ
が
千
、

万
と
な
り
、
や
が
て
国
を
も
照
ら
す
と
い
う
意
味

だ
そ
う
で
す

Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
バ
ッ
ハ
会
長
と
は
大
違
い
。

お
し
ま
い
。

『
不
可
能
と
思
う
か
。

そ
れ
と
も
、
前
へ
一
歩
踏
み
出
す
か
。
』

Ｔ
Ｖ

Ｃ
Ｍ
よ
り

ク
イ
ズ

問
一

「
虎
が
涙
」
と
は
、
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
？

問
二

「
も
ず
か
ん
じ
ょ
う
【
百
舌
勘
定
】
」
と
は
、

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

問
三

「
は
く
ち
ょ
う‐

の
う
た
【
白
鳥
の
歌
】
」
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
？

問
四

人
生
を
謳
歌
（
お
う
か
）
す
る
と
か
言
い
ま
す

が
、
こ
の
「
謳
歌
」
の
本
来
の
意
味
は
、
何
で

し
ょ
う
？

問
五

「
よ
ほ
ど
【
余
程
】
」
の
本
来
の
意
味
は
、
何

で
し
ょ
う
？

問
六

「th
e
S
ta
r
F
e
stiv

a
l

（
ザ
・
ス
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）
」
と
は
、
何
の
こ
と
で
し
ょ
う
？

問
七

「cica
d
a

」
の
読
み
は
何
で
、
意
味
は
何
で

し
ょ
う
？

問
八

「
我
慢
」
の
本
来
の
意
味
は
、
何
で
し
ょ
う
？

問
九

「
レ
ス
ト
ラ
ン
（re

sta
u
ra
n
t

）
」
の
語
源
は
、

何
で
し
ょ
う
？

問
十

道
路
が
冠
水
し
て
る
時
、
何
の
履
物
で
避
難
す

る
の
が
い
い
で
し
ょ
う
？



書
道
ク
ラ
ブ

久しぶりで楽しかったです♬

七
月
二
十
八
日
、
書
道
ク
ラ
ブ
が
、
支
援
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
。

皆
様
、
再
開
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
、
と
て

も
喜
ん
で
お
ら
れ
、
久
し
ぶ
り
に
筆
を
握
り
真
剣
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
。

先生からアドバイスを真剣
に聞かれてますね～

七
月
二
十
七
日
、
音
楽
ク
ラ
ブ
の
様
子
で
す
。

課
題
曲
は
、
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
「
日
曜
日
の
使

者
」「
ラ
ク
カ
ラ
ー
チ
ャ
」で
す
。

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ

て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
し
ま
い
ま
す

ね
。



安
全
衛
生
委
員
会
よ
り

お
願
い
で
す

今
年
も
食
中
毒
に
注
意
が
必
要
な
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
当
園
で
も
調
理
室
を
中
心
に
注
意
を
は
ら
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ご
面
会
の
皆
様
や
保
護
者
の
皆
様

に
も
予
防
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
お
刺
身
等
の
生
も
の
の
持
ち
込
み
・
送
付
は
お
断

り
致
し
ま
す
。

・
調
理
品
の
送
付
・
お
預
か
り
は
お
断
り
し
ま
す
。

・
そ
れ
以
外
に
つ
き
ま
し
て
も
、
食
中
毒
の
原
因
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
食
べ
物
の
持
ち
込
み
は
で
き

る
だ
け
お
控
え
下
さ
い
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
考
え
て
の
お
願
い
で

す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
下
さ
い
。

追
憶
の

彼
方
に
去
り
し

妹
の

早
や
新
盆
に

募
る
思
い

蝉
の
声

短
き
日
々
を
惜
し
む
ら
く

泡
沫
の
恋

儚
な
き
か
な

洋
子

雲
き
れ
て

青
空
光
る

梅
雨
晴
れ
間

大
空
を

雷
雨
響
く
や

梅
雨
末
期

友
子

我
が
庭
の
水
か
け
放
水

さ
わ
さ
わ
と

窓
開
け
し

見
上
げ
る
空
は

星
光
る

麻
子

夏
休
み

お
盆
参
り
に

故
郷
へ

義
忠

ほ
ほ
え
み
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ

五
月
三
十
一
日
に
第
一
回
理
事
会
、
六
月
八
日
に
評

議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
、
六
月
十
五
日
に
第
一
回
評

議
員
会
、
第
二
回
理
事
会
が
星
光
園
に
て
開
催
さ
れ
令

和
二
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
承
認
い
た
だ
い
た
令
和
二
年
度
決
算
報
告
は
別
紙

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
評
議
員
・
役
員
の
改
選
も
あ
り
、
次
の
皆
様
に
担

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

北
斗
会

評
議
員

鶴
田
紳
一

様

〃

東

一
成

様

〃

中
嶋
敬
介

様

〃

安
田
康
子

様

〃

蓮
池
美
智
代

様

〃

岡
部
優
子

様

〃

山
田
康
人

様

理
事
長

金
澤
典
子

様

理
事

金
澤
武
典

様

〃

藤
本
尚
弘

様

〃

鶴
田
徳
雄

様

〃

猪
股

格

様

〃

園
田
光
子

様

監
事

金
澤
裕
巌

様

〃

津
田
博
之

様

短歌・俳句に興味は
ありませんか？

一緒にコーナーを盛
り上げてくれる方お
待ちしてます。



二
日

買
い
物
代
行
の
日

施
設
長
・
事
務
長
会
議

三
日

第
一
回
療
育
体
制
会
議

四
日

人
権
同
和
公
正
採
用
推
進
研
修

五
日

安
全
運
転
管
理
者
講
習

県
央
相
談
支
援
事
業
連
絡
協
議
会
研
修
会

本
渡
北
民
児
協

六
日

虐
待
防
止
・
要
保
護
児
童
対
策
・
Ｄ
Ｖ
防

止
対
策
会
議

八
日

山
の
日

九
日

山
の
日

振
替
休
日

出
張
販
売

十
日

天
草
地
域
障
が
い
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
会

議

十
一
日

プ
チ
夏
祭
り

十
二
日

環
境
整
備

二
三
日

夏
季
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
大
会

～
九
月
三
日

二
五
日

職
員
研
修
会

二
六
日

環
境
整
備 八

月
行
事
予
定

編
集
後
記

暑い日が続いています。

皆様体調などお変わりありま

せんか？

8月11日に園内でプチ夏祭り

を利用者様と職員で行います。

どんな催し物があるのか楽し

みです。

ＬＩＮＥビデオ通
話を利用するには、
ＬＩＮＥホーム画
面よりこちらのＱ
Ｒコードを読み取
り、星光園をご登
録下さい。

面
会
や
外
泊
な
ど
最
新
の
対
応
状
況
は
北
斗
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
星
光
園
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
感
染

予
防
の
た
め
の
措
置
で
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
リ
モ
ー

ト
（
テ
レ
ビ
電
話
）
面
会
は
常
時
受
付
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
星
光
園
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

ク
イ
ズ
の
答
え

①
陰
暦
五
月
二
八
日
（
現
在
の
七
月
七
日
）
七
夕
に

降
る
雨
。

②
勘
定
の
と
き
、
人
に
ば
か
り
金
を
出
さ
せ
て
自
分

は
少
し
も
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
死
に
瀕
し
た
白
鳥
が
う
た
う
と
い
う
歌
。
そ
の
時
、

も
っ
と
も
美
し
く
う
た
う
と
伝
え
ら
れ
る
。
転
じ
て
、

あ
る
人
の
最
後
に
作
っ
た
詩
歌
、
歌
曲
な
ど
。

④
声
を
そ
ろ
え
て
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
。
声
を
合
わ

せ
て
い
っ
せ
い
に
歌
う
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
歌
。
特

に
、
歌
謡
、
俗
謡
を
い
う
。

⑤
「
よ
き
ほ
ど
」
の
変
化
。
「
よ
っ
ぽ
ど
」
に
当
て

た
「
余
程
」
を
読
ん
で
で
き
た
語
か
。
ほ
ど
よ
い
さ

ま
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
さ
ま
。

⑥
七
夕

⑦
読
み
は
、
シ
ケ
イ
ダ
で
、
昆
虫
の
セ
ミ
の
こ
と
で

す
。

⑧
仏
教
用
語
語
で
、
七
慢
の
一
つ
。
我
（
が
）
を
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
心
が
高
慢
で
あ
る
こ
と
。
自
分
を

え
ら
い
と
思
い
、
他
人
を
あ
な
ど
る
こ
と
。
う
ぬ
ぼ

れ
。

⑨
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「estaurDre

」
（
回
復

す
る
）
＋-ant

（
現
在
分
詞
語
尾
）
＝
元
気
を
回
復

す
る
食
べ
物
。R

E
S
T
O
R
E

⑩
ス
ニ
ー
カ
ー


